
(57)【要約】

【課題】階段空間が複雑な形状空間である場合であって

も、階段空間の広い領域で人を検知することができ適切

に照明器具の点灯を行うことができる照明装置を提供す

ることである。

【解決手段】階段空間の所定の領域に人が存在すること

を検出する人感センサを階段空間のいずれかの箇所に設

置し、人感センサ１１には人感センサ用電源線１６から

電源を供給する。一方、人感センサ１１が人の存在を検

出したときは、人が存在する所定の領域を所定の明るさ

で点灯する照明器具１４を人感センサ１１とは別の位置

に設置し、照明器具１４には人感センサ電源線１６とは

別系統で形成された照明器具の電源線１７から電源を供

給する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 階 段 空 間 の い ず れ か の 箇 所 に 設 置 さ れ 専 用 の 電 源 線 か ら の 電 源 供 給 に よ っ て 前 記 階 段 空
間 の 所 定 の 領 域 に 人 が 存 在 す る こ と を 検 出 す る 人 感 セ ン サ と ；
　 前 記 人 感 セ ン サ の 電 源 線 と は 別 系 統 で 形 成 さ れ る 電 源 線 か ら 電 源 が 供 給 さ れ る と と も に
、 前 記 人 感 セ ン サ と は 別 の 位 置 に 設 置 さ れ 前 記 人 感 セ ン サ が 人 の 存 在 を 検 出 し た と き は 人
が 存 在 す る 所 定 の 領 域 を 所 定 の 明 る さ で 点 灯 す る よ う に 人 感 セ ン サ と 接 続 さ れ た 照 明 器 具
と ；
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 人 感 セ ン サ は 、 前 記 人 感 セ ン サ の 電 源 線 か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 入 切 す る 電 源 ス イ ッ
チ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 照 明 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 階 段 室 や 階 段 及 び ／ 又 は そ の 踊 り 場 等 の 階 段 空 間 の 人 の 存 在 を 検 出 し 、 ラ ン
プ を 点 灯 さ せ て 階 段 空 間 を 照 明 す る 照 明 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 階 段 室 や 階 段 、 階 段 の 踊 り 場 等 の 階 段 空 間 を 照 明 す る た め の 照 明 装 置 と し て 、 階 段 空 間
の 人 の 存 在 を 人 感 セ ン サ で 検 出 し て ラ ン プ を 点 灯 す る よ う に し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の も の は 、 階 段 と 踊 り 場 及 び 階 段 室 か ら な る 階 段 部 の 内 、 少 な く と も ２ ヵ 所
以 上 の 検 知 領 域 で 人 の 存 否 を 検 知 す る 検 知 ビ ー ム を 備 え た 人 感 セ ン サ を 照 明 器 具 に 取 り 付
け 、 ま た 、 人 の 存 否 を 検 知 す る 距 離 を 調 整 す る 距 離 調 整 手 段 や 検 知 ビ ー ム の 角 度 を 調 整 す
る 角 度 調 整 手 段 を 備 え た 人 感 セ ン サ を 照 明 器 具 に 取 り 付 け て 、 階 段 の 途 中 に い る 人 を も 検
知 し て 階 段 空 間 を 照 明 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ の も の は 、 赤 外 線 セ ン サ （ 人 感 セ ン サ ） の 検 出 ビ ー ム を 鉛 直 方 向 に 角 度 調 整
可 能 に 、 ま た 、 赤 外 線 セ ン サ （ 人 感 セ ン サ ） の 受 光 面 の 器 具 本 体 か ら の 突 出 量 を 調 整 可 能
に 、 赤 外 線 セ ン サ を 照 明 器 具 に 取 り 付 け て 、 階 段 空 間 の 人 の 存 在 を 検 出 し て 階 段 空 間 を 照
明 す る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ３ ０ ４ ５ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ １ ９ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ の も の で は 、 人 感 セ ン サ と 照 明 器 具 と は 一 体 的 に 取 り
付 け ら れ て い る た め 、 人 感 セ ン サ で の 人 の 検 知 範 囲 が 限 ら れ 、 階 段 空 間 が 複 雑 な 形 状 空 間
で あ る 場 合 に は 、 階 段 空 間 の す べ て の 領 域 で 人 を 検 知 す る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。 階
段 空 間 に 人 が 存 在 す る に も か か わ ら ず 、 人 感 セ ン サ が 人 を 検 出 す る こ と が で き な い と 、 適
切 に 照 明 器 具 を 点 灯 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 階 段 空 間 が 複 雑 な 形 状 空 間 で あ る 場 合 で あ っ て も 、 階 段 空 間 の 広 い 領
域 で 人 を 検 知 す る こ と が で き 適 切 に 照 明 器 具 の 点 灯 を 行 う こ と が で き る 照 明 装 置 を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に 係 わ る 照 明 装 置 は 、 階 段 空 間 の い ず れ か の 箇 所 に 設 置 さ れ 専 用 の 電 源
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線 か ら の 電 源 供 給 に よ っ て 前 記 階 段 空 間 の 所 定 の 領 域 に 人 が 存 在 す る こ と を 検 出 す る 人 感
セ ン サ と ； 前 記 人 感 セ ン サ の 電 源 線 と は 別 系 統 で 形 成 さ れ る 電 源 線 か ら 電 源 が 供 給 さ れ る
と と も に 、 前 記 人 感 セ ン サ と は 別 の 位 置 に 設 置 さ れ 前 記 人 感 セ ン サ が 人 の 存 在 を 検 出 し た
と き は 人 が 存 在 す る 所 定 の 領 域 を 所 定 の 明 る さ で 点 灯 す る よ う に 人 感 セ ン サ と 接 続 さ れ た
照 明 器 具 と ； を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 及 び 以 下 の 発 明 に お い て 、 特 に 指 定 し な い 限 り 用 語 の 定 義 及 び 技 術 的 意 味 は 以 下
に よ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 階 段 空 間 と は 、 階 段 室 、 階 段 、 階 段 の 踊 り 場 等 で あ り 、 階 段 空 間 の い ず れ か の 箇 所 と は
、 階 段 空 間 を 形 成 す る 物 体 、 例 え ば 、 天 井 面 、 壁 面 、 床 面 、 手 摺 り 等 の 人 の 存 在 を 検 出 す
る の に 適 し た 箇 所 で あ る 。 人 感 セ ン サ は 、 例 え ば 赤 外 線 セ ン サ で あ り 、 人 感 セ ン サ が 人 の
存 在 を 検 出 す る 所 定 の 領 域 と は 、 人 感 セ ン サ の 設 置 箇 所 か ら 垂 直 方 向 及 び 水 平 方 向 の 所 定
の 角 度 範 囲 及 び 所 定 の 距 離 範 囲 で あ る 。 垂 直 方 向 の 所 定 の 角 度 範 囲 は 、 例 え ば 約 ８ ０ ° で
あ り 、 水 平 方 向 の 角 度 範 囲 は 、 例 え ば 約 ５ ０ ° で あ り 、 所 定 の 距 離 範 囲 は 、 例 え ば １ ０ ｍ
で あ る 。 ま た 、 垂 直 方 向 に つ い て は 、 上 下 方 向 の 向 き を 可 変 に し た も の を 用 い る こ と も 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 人 感 セ ン サ の 電 源 線 は 、 人 感 セ ン サ の 作 動 に 必 要 な 電 源 を 供 給 す る 電 源 線 で あ り 、 通 常
、 商 用 電 源 か ら 引 き 出 さ れ る 電 源 線 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 「 人 感 セ ン サ と は 別 の 位 置 に 設 置 さ れ 」 と は 、 人 感 セ ン サ と 照 明 器 具 と は 一 体 的 で な く
、 別 個 に 構 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ 階 段 空 間 の 別 の 位 置 に 設 置 さ れ る こ と を 意 味 す る 。 人 感 セ ン
サ は 人 の 存 在 を 検 出 し 易 い 位 置 に 設 置 さ れ 、 照 明 器 具 は 人 が 存 在 す る 領 域 を 適 切 に 照 明 で
き る 位 置 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 所 定 の 明 る さ で 点 灯 と は 、 例 え ば 照 明 器 具 の １ ０ ０ ％ 点 灯 と す る こ と を い う 。 人 が 存 在
し な い と き は 消 灯 ま た は 照 明 器 具 の ２ ５ ％ 点 灯 と し て お き 、 人 の 存 在 が 検 出 さ れ た と き は
照 明 器 具 の １ ０ ０ ％ 点 灯 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 照 明 器 具 の 電 源 線 は 、 照 明 器 具 の 点 灯 に 必 要 な 電 源 を 供 給 す る 電 源 線 で あ り 、 通 常 、 商
用 電 源 か ら 引 き 出 さ れ る 電 源 線 で あ る 。 「 人 感 セ ン サ 電 源 線 と は 別 系 統 で 形 成 さ れ 」 と は
、 人 感 セ ン サ の 電 源 線 と 照 明 器 具 の 電 源 線 と は そ れ ぞ れ 独 立 し て 商 用 電 源 か ら 引 き 出 さ れ
る こ と 、 ま た は 、 照 明 器 具 な い し 人 感 セ ン サ か ら 送 り 配 線 に よ っ て 商 用 電 源 が 別 個 に 供 給
さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に 係 わ る 照 明 装 置 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 人 感 セ ン サ は 、 前
記 人 感 セ ン サ の 電 源 線 か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 入 切 す る 電 源 ス イ ッ チ を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 人 感 セ ン サ に 設 け ら れ た 電 源 ス イ ッ チ は 、 人 感 セ ン サ に 供 給 さ れ る 人 感 セ ン サ の 作 動 に
必 要 な 電 源 を 入 切 す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 照 明 器 具 と は 独 立 し て 人 感 セ ン サ の み の
電 源 の 入 切 を 可 能 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 人 感 セ ン サ と 照 明 器 具 と は 別 個 に 構 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ 階 段 空
間 の 別 の 位 置 に 設 置 さ れ る の で 、 人 感 セ ン サ は 人 の 存 在 を 検 出 し 易 い 位 置 に 設 置 で き 、 照
明 器 具 は 人 が 存 在 す る 領 域 を 適 切 に 照 明 で き る 位 置 に 設 置 で き る 。 従 っ て 、 階 段 空 間 が 複
雑 な 形 状 空 間 で あ る 場 合 で あ っ て も 、 階 段 空 間 の 広 い 領 域 で 人 を 検 知 す る こ と が で き 適 切
に 照 明 器 具 に よ る 照 明 を 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 人 感 セ ン サ の 電 源 線 か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 入 切 す る 電 源 ス イ
ッ チ を 設 け た の で 、 照 明 器 具 と は 独 立 し て 人 感 セ ン サ の み の 電 源 の 入 切 が 可 能 と な り 、 照
明 器 具 の 使 用 状 況 ま た は 設 置 状 況 に 応 じ て 、 照 明 器 具 を 人 感 セ ン サ か ら 独 立 さ せ て 容 易 に
制 御 で き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 照 明 装 置 の 一 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 図 １ に お い て
、 人 の 存 在 を 検 出 す る 人 感 セ ン サ １ １ は 階 段 空 間 に 設 置 さ れ る 。 す な わ ち 、 階 段 室 、 階 段
、 階 段 の 踊 り 場 等 の 天 井 面 、 壁 面 、 床 面 、 手 摺 り 等 に 設 置 さ れ る 。 人 感 セ ン サ １ １ は 人 感
セ ン サ 親 機 １ １ ａ と 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ と か ら 構 成 さ れ お り 、 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ は
信 号 線 １ ２ を 介 し て 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 図 １ で は 、 人 感 セ ン サ 子 機
１ １ ｂ は １ 台 で あ る 場 合 を 示 し て い る が 、 複 数 台 の 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ を 設 け る よ う に
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ 及 び 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 自 己 が 受 け 持 つ 階 段 空 間
の 所 定 の 領 域 に 人 が 存 在 す る こ と を 検 出 す る も の で あ り 、 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ で の 検 出
信 号 は 信 号 線 １ ２ を 介 し て 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ に 送 信 さ れ る 。 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ は
自 己 の 検 出 信 号 及 び 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ の い ず れ か が 人 の 存 在 を 検 出 し た と き は 、 信 号
線 １ ３ を 介 し て 照 明 器 具 １ ４ に 点 灯 指 令 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ に は 、 例 え ば 商 用 電 源 １ ５ か ら 人 感 セ ン サ の 電 源 線 １ ６ を
介 し て 電 源 が 供 給 さ れ 、 さ ら に 、 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ に は 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ か ら 人
感 セ ン サ の 電 源 線 １ ６ を 介 し て 電 源 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 照 明 器 具 １ ４ は 階 段 空 間 を 照 明 す る の に 適 し た 位 置 に 配 置 さ れ 、 人 感 セ ン サ 親 機
１ １ ａ か ら 信 号 線 １ ３ を 介 し て 得 ら れ た 人 の 存 在 の 検 出 信 号 に よ り 点 灯 す る 。 そ し て 、 照
明 器 具 １ ４ の 照 明 器 具 用 電 源 は 、 例 え ば 商 用 電 源 １ ５ か ら 照 明 器 具 の 電 源 線 １ ７ を 介 し て
照 明 器 具 １ ４ に 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に 、 人 感 セ ン サ １ １ と 照 明 器 具 １ ４ へ の 電 源 は 、 商
用 電 源 １ ５ か ら 別 系 統 で 供 給 さ れ る 。 ま た 、 人 感 セ ン サ １ １ と 照 明 器 具 １ ４ は 一 体 的 で な
く 別 個 に 形 成 さ れ る の で 、 照 明 器 具 １ ４ の 配 置 位 置 に 制 限 さ れ る こ と な く 、 人 感 セ ン サ １
１ を 階 段 空 間 の 所 望 の 位 置 に 配 置 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 照 明 装 置 の 他 の 一 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 図 ２ に お
い て 、 人 感 セ ン サ の 電 源 線 １ ６ を 照 明 器 具 １ ４ を 経 由 し て 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ に 接 続 し
、 さ ら に 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ か ら 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ に 人 感 セ ン サ の 電 源 線 １ ６ を 接
続 し 、 商 用 電 源 １ ５ か ら 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ 及 び 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ に 電 源 を 供 給 す
る よ う し て い る 。 こ の よ う に 、 商 用 電 源 １ ５ か ら 照 明 器 具 １ ４ を 経 由 し て 人 感 セ ン サ １ １
に 人 感 セ ン サ 用 電 源 を 供 給 す る 場 合 に は 、 後 述 す る よ う に 、 信 号 線 １ ３ の 配 線 と 併 せ て 配
線 工 事 が で き る の で 、 作 業 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 照 明 装 置 を 階 段 空 間 に 設 置 し た 場 合 の 一 部 切 欠 斜 視
図 で あ る 。 図 ３ は 階 段 の 踊 り 場 の 壁 面 に 照 明 装 置 を 取 り 付 け た 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 照 明 器 具 １ ４ は 階 段 空 間 を 形 成 す る 壁 面 １ ８ ａ に 設 置 さ れ 、 人 感 セ
ン サ 親 機 １ １ ａ は 照 明 器 具 １ ４ と 同 じ 壁 面 １ ８ ａ に 配 置 さ れ て い る 。 一 方 、 人 感 セ ン サ 子
機 １ １ ｂ は 、 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ 及 び 照 明 器 具 １ ４ が 配 置 さ れ た 壁 面 １ ８ ａ と は 異 な る
壁 面 １ ８ ｂ に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ と 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ と を 接 続 す る 信 号 線 １ ２ や 照 明 器
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具 １ ４ と を 接 続 す る 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ と の 信 号 線 １ ３ 、 さ ら に は 、 人 感 セ ン サ の 電 源
線 １ ６ や 照 明 器 具 の 電 源 線 １ ７ は 、 壁 面 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ 側 に 配 線 さ れ 配 線 カ バ ー １ ９ で 覆
っ た 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 人 感 セ ン サ １ １ と 照 明 器 具 １ ４ と は 一 体 的 で な く 別 個 に 形 成 さ れ 、 ま た 、
人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ と 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ と は そ れ ぞ れ 別 個 に 形 成 さ れ る の で 、 照 明
器 具 １ ４ の 配 置 位 置 に 制 限 を 受 け る こ と な く 、 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ や 人 感 セ ン サ 子 機 １
１ ｂ は 所 望 の 位 置 に 配 置 で き る 。 図 ３ で は 、 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ は 、 主 と し て 右 手 前 の
階 段 及 び 踊 り 場 に 人 が 存 在 す る か 否 か を 検 出 し て お り 、 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ は 、 主 と し
て 左 側 の 階 段 及 び 踊 り 場 に 人 が 存 在 す る か 否 か を 検 出 し て い る 。 こ の 場 合 、 人 感 セ ン サ 親
機 １ １ ａ や 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ は 、 照 明 器 具 １ ４ と は 一 体 的 で な く 別 個 で あ る の で 、 検
出 方 向 に 向 け て 配 置 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 階 段 空 間 が 複 雑 な 形 状 を し て い る 場 合 で
あ っ て も 、 人 の 存 在 を 検 出 す る 領 域 に 対 し て 、 適 切 に 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ や 人 感 セ ン サ
子 機 １ １ ｂ を 設 置 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ で は 、 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ 側 の 配 線 処 理 に つ い て は 壁 面 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ 側 に 配 線
し 配 線 カ バ ー １ ９ で 覆 っ た 場 合 を 示 し た が 、 壁 面 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ 内 に 配 線 す る こ と も 可 能
で あ る 。 こ の 場 合 、 配 線 カ バ ー １ ９ が 露 出 配 置 す る 必 要 が な く な る の で 、 照 明 器 具 １ ４ か
ら 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ を 離 間 配 置 し て も 意 匠 性 が 低 下 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ の 斜 視 図 で あ る 。 人 感 セ ン サ 本 体 ２ ０ の 正 面 部 （ 図 ４ で
は 上 面 方 向 ） に は 人 の 存 在 を 検 出 す る た め の セ ン サ 部 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 例 え ば 、 赤
外 線 セ ン サ で あ る 場 合 に は 、 セ ン サ 部 ２ １ か ら 赤 外 線 を 送 信 し 、 人 に 当 た っ て 反 射 し た 赤
外 線 を 受 信 し て 人 の 存 在 を 検 出 す る 。 こ の 場 合 、 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ は 、 そ の 設 置 箇 所
か ら 所 定 の 領 域 を 検 出 領 域 と し て 人 の 存 在 を 検 出 す る こ と に な る 。 例 え ば 、 赤 外 線 セ ン サ
の 場 合 、 人 の 存 在 を 検 出 す る 所 定 の 領 域 と し て 、 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ の 設 置 箇 所 か ら 所
定 の 距 離 範 囲 は 例 え ば １ ０ ｍ で あ り 、 垂 直 方 向 の 角 度 範 囲 は 例 え ば 約 ８ ０ ° 、 水 平 方 向 の
角 度 範 囲 は 例 え ば 約 ５ ０ ° で あ る 。 こ の 領 域 内 に 人 が 存 在 す る と き は 、 人 が い る と の 検 出
信 号 を 出 力 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 人 感 セ ン サ 本 体 ２ ０ の セ ン サ 部 ２ １ が 取 り 付 け ら れ た 正 面 部 の 周 囲 部 （ 図 ４ で は
前 面 方 向 ） に は 、 人 感 セ ン サ の 電 源 線 か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 入 切 す る 電 源 ス イ ッ チ ２ ２ が
設 け ら れ て い る 。 こ の 電 源 ス イ ッ チ ２ ２ は 、 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ の 作 動 に 必 要 な 電 源 を
照 明 器 具 １ ４ へ の 電 源 と は 独 立 し て 入 切 す る も の で あ る 。 例 え ば 、 通 行 人 数 が 多 い 昼 間 時
間 帯 に 照 明 器 具 １ ４ が 不 点 の 状 態 で 電 源 ス イ ッ チ ２ ２ を 切 り と す る こ と に よ り 、 昼 間 時 間
帯 の 不 要 な 照 明 を 省 略 す る こ と が で き 省 エ ネ ル ギ ー に 貢 献 で き る 。 ま た 、 照 明 器 具 １ ４ を
常 に 点 灯 状 態 に し て お き た い 場 合 で も 、 照 明 器 具 １ ４ が 点 灯 し て い る 状 態 で 人 感 セ ン サ １
１ を 切 り と す る こ と に よ り 、 点 灯 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る の で 、 通 行 人 数 が 比 較 的 多
く 、 頻 繁 に 照 明 の 切 り 替 え を 行 い た く な い 場 合 に も 対 応 す る こ と が で き る 。 な お 、 本 実 施
の 形 態 に お い て は 、 電 源 ス イ ッ チ ２ ２ が 人 感 セ ン サ 本 体 ２ ０ の 周 囲 部 に 設 け ら れ て お り 、
人 感 セ ン サ ２ ０ が 壁 面 等 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 、 誤 っ て 電 源 ス イ ッ チ ２ ２ が 操 作
さ れ に く い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 ５ は 照 明 器 具 １ ４ 及 び 配 線 カ バ ー １ ９ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 照 明 器
具 １ ４ の 端 部 に は 、 信 号 線 １ ３ や 人 感 セ ン サ の 電 源 線 １ ６ を 通 す た め の 切 欠 穴 ２ ３ が 設 け
ら れ 、 そ の 切 欠 穴 ２ ３ の 上 部 に 連 結 取 付 金 具 ２ ４ が 固 定 金 具 ２ ５ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
連 結 取 付 金 具 ２ ４ の 固 定 金 具 ２ ５ と の 連 結 は 、 連 結 取 付 金 具 ２ ４ の 突 起 部 を 固 定 金 具 ２ ５
の 係 止 部 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 連 結 す る 。 こ れ に よ り 、 ネ ジ 等 を 使 用 し な く て も 連 結 で
き る 。 ま た 、 こ の 連 結 取 付 金 具 ２ ４ の 先 端 部 に は 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ ま た は 人 感 セ ン サ
子 機 １ １ ｂ が 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 照 明 器 具 １ ４ と 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ ま た は 人 感
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セ ン サ 子 機 １ １ ｂ と の 間 に は 配 線 カ バ ー １ ９ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 配 線 カ バ ー １ ９ は 絶 縁 材 料 で 形 成 さ れ 、 連 結 取 付 金 具 ２ ４ に よ り 保 持 さ れ る た め の 切 込
溝 ２ ６ を 有 す る と と も に 内 部 を 区 分 す る 隔 壁 ２ ７ を 有 す る 。 そ し て 、 こ の 切 込 溝 ２ ６ に 連
結 取 付 金 具 ２ ４ を 通 す こ と に よ り 、 信 号 線 １ ２ 、 １ ３ と 人 感 セ ン サ の 電 源 線 １ ６ と を 通 す
２ つ の 通 路 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ は 連 結 取 付 金 具 ２ ４ で 連 結 さ れ た 照 明 器 具 １ ４ と 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ と の 側 面 図
で あ る 。 連 結 取 付 金 具 ２ ４ の 先 端 部 に は 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ が 取 り 付 け ら れ 、 照 明 器 具
１ ４ と 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ と の 間 の 連 結 取 付 金 具 ２ ４ に は 、 配 線 カ バ ー １ ９ が 装 着 さ れ
て い る 。 こ の 配 線 カ バ ー １ ９ は 前 述 し た よ う に 隔 壁 ２ ７ に よ り ２ つ の 通 路 が 形 成 さ れ 、 一
方 の 通 路 路 に は 信 号 線 １ ２ 、 １ ３ を 通 し 、 他 方 の 通 路 に は 人 感 セ ン サ の 電 源 線 １ ６ を 通 す
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 電 源 線 及 び 信 号 線 の 引 き 込 み 接 続 に お い て 、 電 気 設 備 技 術 基 準 第 ５ 章 の 第
１ ８ ９ 条 に よ る 要 件 を 満 た し 、 か つ 、 ネ ジ 等 を 使 用 せ ず に 、 配 線 通 路 を 形 成 す る こ と が で
き る の で 施 工 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 別 々 に 配 置 さ れ る 照 明 器 具 １ ４ と 人 感 セ ン サ 親 機 １ １
ａ （ 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ ） と を 連 結 取 付 金 具 ２ ４ の 長 さ や 方 向 を 調 整 す る こ と に よ り 、
一 体 化 さ せ る こ と が で き る の で 施 工 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 照 明 器 具 １ ４ と 人 感 セ ン サ １ １ と の 距 離 が 長 く な る と 、 照 明 器 具 １ ４ と 人 感 セ
ン サ １ １ と の 間 を 連 結 す る 連 結 取 付 金 具 ２ ４ も 長 物 と な り 、 人 感 セ ン サ １ １ や 連 結 取 付 金
具 ２ ４ 自 体 の 荷 重 に よ り 連 結 取 付 金 具 ２ ４ が た わ み 、 垂 れ 下 が る こ と が あ る 。 そ こ で 、 連
結 取 付 金 具 ２ ４ の 照 明 器 具 １ ４ へ の 固 定 部 分 に 、 連 結 取 付 金 具 ２ ４ の 垂 れ 下 が り を 防 止 す
る た め の 傾 斜 面 を 設 け る 。 こ れ に よ り 、 連 結 取 付 金 具 ２ ４ の 垂 れ 下 が り を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 人 感 セ ン サ １ １ と 照 明 器 具 １ ４ と は
一 体 的 で な く 別 個 に 形 成 さ れ る の で 、 照 明 器 具 １ ４ の 配 置 位 置 に 制 限 さ れ る こ と な く 、 人
感 セ ン サ １ １ を 階 段 空 間 の 所 望 の 位 置 に 配 置 す る こ と が 可 能 と な る 。 従 っ て 、 階 段 空 間 が
複 雑 な 形 状 を し て い る 場 合 で あ っ て も 、 人 の 存 在 を 検 出 す る 領 域 に 対 し て 、 適 切 に 人 感 セ
ン サ 親 機 １ １ ａ や 人 感 セ ン サ 子 機 １ １ ｂ を 設 置 で き る 。 ま た 、 人 感 セ ン サ 親 機 １ １ ａ の 作
動 に 必 要 な 電 源 を 照 明 器 具 １ ４ へ の 電 源 と は 独 立 し て 入 切 す る 電 源 ス イ ッ チ ２ ２ を 設 け た
の で 、 昼 間 時 間 帯 の 不 要 な 照 明 を 省 略 す る こ と が 可 能 と な り 、 省 エ ネ ル ギ ー に 貢 献 で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 照 明 装 置 の 一 例 を 示 す 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 照 明 装 置 の 他 の 一 例 を 示 す 構 成 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 照 明 装 置 を 階 段 空 間 に 設 置 し た 場 合 の 一 部 切 欠 斜 視
図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 人 感 セ ン サ 親 機 の 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 照 明 器 具 及 び 配 線 カ バ ー の 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 連 結 取 付 金 具 で 連 結 さ れ た 照 明 器 具 と 人 感 セ ン サ 親
機 １ １ の 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
１ １ … 人 感 セ ン サ 、 １ １ ａ … 人 感 セ ン サ 親 機 、 １ １ ｂ … 人 感 セ ン サ 子 機 、 １ ２ … 信 号 線 、
１ ３ … 信 号 線 、 １ ４ … 照 明 器 具 、 １ ５ … 商 用 電 源 、 １ ６ … 人 感 セ ン サ の 電 源 線 、 １ ７ … 照
明 器 具 の 電 源 線 、 １ ８ … 壁 面 、 １ ９ … 配 線 カ バ ー 、 ２ ０ … 人 感 セ ン サ 本 体 、 ２ １ … セ ン サ
部 、 ２ ２ … 電 源 ス イ ッ チ 、 ２ ３ … 切 欠 穴 、 ２ ４ … 連 結 取 付 金 具 、 ２ ５ … 固 定 金 具 、 ２ ６ …
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【 図 ２ 】
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